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平成21年度　博物館・市民会館事業カレンダー

●４月
  1 日（日）　博物館　館内整備工事のため休館（～ 5月 2日）
  5 日（日）　第 49回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「イラストから絵画、挿絵、造形、オブジェ、クラフト、修復まで」
16日（木）　野田市立東部小学校 6年生来館
18日（土）　オープンサタデークラブ「いけ花講座」及び「日本舞踊」開始（3月 6日まで、全 15回）
19日（日）　自主研究グループ育成講座「古文書入門　身近な歴史を学ぶ、調べる、守る」（第 1回）
19日（日）　第 49回寺子屋講座（芸道文化講座）「野田の中世を知ろう～下河辺荘と鎌倉、室町、戦国時代～」
●５月
  3 日（日）　企画展「野田に生きた人々　その生活と文化　パート２」開始（～ 7月 20日）
  3 日（日）　収蔵品特別展示　四代勝文斎作押絵行灯 2点（～ 17日）
  3 日（日）　自主研究グループ育成講座（第 2回）
  3 日（日）　第 50回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「家庭包丁研ぎ教室」
17日（日）　自主研究グループ育成講座（第 3回）
17日（日）　第 50回寺子屋講座（芸道文化講座）「お花の押し絵をつくってみませんか？」
31日（日）　自主研究グループ育成講座（第 4回）
●６月
  7 日（日）　自主研究グループ育成講座（第 5回）
  7 日（日）　第 4回呈茶席
  7 日（日）　第 51回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「蒲鉾作り　技を磨く・伝える」
11日（木）　野田市立中央小学校 2年生来館（・12日）
14日（日）　自主研究グループ育成講座（第 6回）
21日（日）　第 51回寺子屋講座（芸道文化講座）「ゆかたでおしゃれ　おはなしと実技指導」
22日（月）　野田市立北部小学校 3年生来館
26日（金）　野田市立宮崎小学校 2年生来館
28日（日）　第 7回ミュージアム・コンサート「箏とヴァイオリンのハーモニー」
●７月
  ５日（日）　第52回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「パレスチナで考えた～市民社会が担う国際協力と平和貢献～」
  ７日（火）　職員ファシリテーション研修
19日（日）　第 52回寺子屋講座（芸道文化講座）「聞く、見る、触る　千葉県の郷土人形～下総人形と芝原人形～」
21日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 31日）
●８月
  1 日（土）　特別展「建築家山田守と野田市郷土博物館」開始（～10月 12日）オープニング・レセプション
  2 日（日）　第 53回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「私が支えた 100の NPO～定年後の人生を活かして～」
  2 日（日）　第 53回寺子屋講座（芸道文化講座）「詩吟で楽しむ近代詩と歌謡曲」
  5 日（水）　博物館実習生 4名受入（～ 8月 15日）
  7 日（金）　勾玉作り体験教室（第 1回）
  9 日（日）　勾玉作り体験教室（第 2回）
22日（土）　親と子の建築ワークショップ「ベニヤ板で家をつくってみよう！」
23日（日）　特別展ギャラリートーク（第 1回）
●９月
  6 日（日）　第 54回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「鉄道の仕事あれこれ～駅係員と車掌の経験～」
  7 日（月）　野田市立宮崎小学校 4年生来館
13日（日）　特別展ギャラリートーク（第 2回）
14日（月）　博物館展示室ボランティア活動開始
20日（日）　第 54回寺子屋講座（芸道文化講座）「140年前の小学校をのぞいてみよう！」
26日（土）　野田の建築探訪ツアー

2009年

16



27 日（日）　特別展関連講演「山田守の生涯」「山田守建築の見方・楽しみ方～現存作品を中心に～」
●10月
  2 日（金）　浦安市立浦安小学校来館
  3 日（土）　市民交流会（観月会）
  4 日（日）　第55回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「食物がまちを変える～えだ豆と醤油で全国に発信中～」
12日（月）　特別展ギャラリートーク（第 3回）
13日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 23日）
18日（日）　第55回寺子屋講座（芸道文化講座）「むかしの遊びを体験してみよう～大学生と作って遊ぶめんこ、割り箸鉄砲～」
24日（土）　企画展・市民の文化活動報告展「まちなみ提案 文化の駅・野田～まちへの想いを形に～」開始（～1月11日）
●11月
  1 日（日）　第 56回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「日本のアニメは世界一」
14日（土）　「まちなみの日」記念式典
14日（土）　企画展関連・一日限定イベント「和 café」（＝第 5回呈茶席）「ガイドウォーク」
14日（土）　企画展関連・期間限定イベント「まちかど博物館」「まちなみ検定」「まめちゃり」（～ 12月 6日）
15日（日）　第 56回寺子屋講座（芸道文化講座）「まちなみ提案　文化の駅・野田～まちへの想いを語ろう～」
16日（月）　キャリアデザイン連続講座「心通わせる街づくりの力とは」（第 1回）
23日（月）　キャリアデザイン連続講座（第 2回）
26日（木）　柏市立増尾西小学校来館
30日（月）　キャリアデザイン連続講座（第 3回）
●12月
19日（土）　第 8回ミュージアム・コンサート「ハッピークリスマス！」
20日（日）　第57回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「木のダイヤモンドでつくる　伝統の家具」
20日（日）　第57回寺子屋講座（芸道文化講座）「なんでも包んで、なんども使える～風呂敷から広がる世界～」

●１月
  4 日（月）　市民会館の部屋貸しを午前・午後・夜間の 3区分制から 1時間単位に変更
12日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 22日）
15日（金）　船橋市立大穴北小学校 4年生来館
17日（日）　第58回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「地域企業に元気を与える！～コンサルティング業務の舞台裏～」
17日（日）　第58回寺子屋講座（芸道文化講座）「まちあるきと道～道がかわればまちなみが変わる～」
23日（土）　企画展・市民公募展「思い出のモノ語り」開始（～ 3月 22日）
25日（月）　文化財防火デーにちなんで消防訓練の実施
28日（木）　船橋市立三咲小学校 4年生来館
●２月
  3 日（水）　小学校職場体験の受入（・4日）
  7日（日）　第59回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「10万人に言葉を書いてきた男が語る～コミュニケーション力と表現力～」
14日（日）　企画展ギャラリートーク「聞いてみよう　一品に込められた想い」（第 1回）
21日（日）　第59回寺子屋講座（芸道文化講座）「野田の剣豪たち」
22日（月）　『野田市郷土博物館　市民会館　年報・紀要　第 2号　2008年度』の発行
26日（金）　「クラブフェスタ 2010」の開催（～ 28日）
●３月
  5 日（日）　博物館ボランティア館外研修
  7 日（日）　第60回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「“音”に込める言葉～歌をつくるこだわり～」
  7日（日）　第60回寺子屋講座（芸道文化講座）「今に生きる野田の民俗芸能を描いて～グローバル化と身近な文化～」
13日（土）　山中直治コンサート
14日（日）　企画展ギャラリートーク（第２回）
22日（月）　親と子の茶道講座「飲もう！たてよう！お抹茶体験」
23日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 4月 2日）
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新収蔵資料
  件数　　　　　　　   資料名 　　　　　     点数  収集方法　 寄贈・寄託者・移管元　 　 受領日

修繕・修復等　
  件数　　　　　　　        資料名             　　  方法　　　　　　　　業務委託先

燻蒸・環境検査
期　間：9月 7日～ 9月 11 日
対　象：博物館本館収蔵庫及び上花輪収蔵庫
委託先：関東港業株式会社
薬　剤：アルプ

資料収集・保管・整理事業
事業区分：委託事業　

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

1
2
15
929
1
1
1
1
21
1
43
8
75
1
1
2
12
75
1
1
1
2
541

国分寺瓦拓本集
桐箪笥 等
かご 等
茶甕 等
味合帖
出野元山色紙
台付甕
看板「千葉県水産物卸商業組合野田配給所」
桐箪笥 等
御神酒徳利（おびしゃ用）
馬耕犂 等
木刀 等
今上・田中吉右衛門家文書
かると（車長持）
薬味入れ
別珍足袋
利根運河株式会社株券
下総国 飾郡中利根川関宿台町関係資料
利根川勝地案内
醤油レッテル貼込帖
下総国絵図
戦時中写真アルバム 等
経机 等

寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
購入
購入
購入
購入
購入
購入
移管

鈴木文子氏
大塚勝郊氏
茂木佐平治氏
岩本英一氏
玉ノ井芳雄氏
大上京子氏
白鳥良一氏
荒木恵一氏
小嶋とし子氏
清水東側北奉社組
染谷正雄氏
大澤俊一氏
田中瑞枝氏
大野直臣氏
玉ノ井芳雄氏
澁谷由梨子氏

野田市史編さん委員会

5月 1日
5月 29 日
5月 29 日
6月 8日
6月 23 日
6月 23 日
7月 28 日
11 月 5日
1月 14 日
1月 20 日
2月 8日
2月 10 日
2月 25 日
3月 25 日
3月 25 日
3月 25 日
5月 20 日
7月 15 日
11 月 5日
11 月 5日
1月 8日
3月 23 日
10 月 15 日

1
2

3

扁額「人生感意氣」
下総国 飾郡中利根川関宿台町関係資料　
御用留　他 1点
羽織・袴

修復
修復

クリーニング

彫美堂五井
東京修復保存センター

着物の辻
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資料の整理及びデータ入力

　整理作業として旧専売公社の建物を借用し、清水収蔵庫と位置づけ、新たな収蔵スペースとして活用
した。古文書、和書、写真、雑誌を中心に保存状態改善のため中性紙封筒、同段ボールへの移し替え作
業を行った。
　志賀一朗氏作成の昆虫標本約 3,900 点について、20 年度に引き続き、1頭毎に採集の場所、年月日
等をデータ入力し目録を作成した。目録の後半が「志賀一朗氏旧蔵　野田市内採集昆虫標本目録（２）チ
ョウ目」として紀要（153 ～ 167 ページ）に掲載。
　収集した文書資料 6件約 420 点、収集済みの文書資料 5件約 500 点、ＳＰ版レコード 114 点につい
てパソコンを用いて目録を作成した。資料台帳の電子化のためのデータベースを作成し、約 1,500 件の
データ入力を行った。市史編さん担当からのデータ提供を受け、館蔵の板碑約 100 件についてパソコ
ンを用いてデータベースを整備した。館蔵の文書資料群の概要、検索手段等に関するデータベースの更
新を行った。

地域文化の調査研究

○建築家山田守と野田市郷土博物館に関する調査研究
館蔵および市内他機関が所蔵する当館の青焼き図面 37 点を調査し、その結果は特別展「建築家山田守
と野田市郷土博物館」、ならびに同展図録に反映された。

○上花輪・樽職人菅谷又三氏調査
菅谷又三氏の遺族から資料寄贈の依頼を受け、作業現場の実測、使用していた道具類の位置記録、写真
撮影などの主に記録保存による調査を実施した。調査においては法政大学学芸員資格課程の実習生 3名
の協力を得た。

○市内仏具店所蔵「佛説咒歯経」版木の調査
「まちかど博物館」に出品された市内仏具店所蔵の経典「佛説咒歯経」版木の解読などを行った。　

○絹絵行灯の調査
個人蔵の絹絵行灯 58点について、写真の撮影、絹絵作者の調査などを行った。

キャリアデザインの調査研究

○市民公募展に関わる調査研究
「思い出のモノ語り」展に際し、約 80人に個人や団体の思い出に関する聞き取り調査を行い、各自がキ
ャリアを振り返る機会とすると共に、その内容を展示解説等に活用した。

調査研究事業
事業区分：委託事業　
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インターネット上での資料公開

ホームページ上に開設している「デジタルミュージアム」のコンテンツに、館蔵資料（醤油醸造関係資料
等）約 50点を追加公開した。

市民つどいの間での所蔵図書の公開

図録及び郷土資料図書を閲覧に供した。キャリアデザインやまちづくり、博物館学に関する書籍を購入、
寄贈等の手段により収集、配架した。随時、学芸員が対面、または電話によるレファレンスサービスを
行った。

フィルムコミッション

市民会館にてＣＭ1件の撮影が行われた。またＣＭやテレビドラマの撮影に関する問い合わせや視察が
約 10件あり、情報の提供を行った。

資料館外利用

○野田市史編さん担当
資料名：戸邉五右衞門家文書（資料番号 1860 他）7点
期　間：6月 2日～ 7月 31 日
目　的：野田市史編さん事業調査

○宮古島市総合博物館
資料名：下川凹天関係資料（資料番号 6414 他）11点
期　間：10月 15 日～ 12月 9日
目　的：企画展「宮古生まれの奇才・漫画家下川凹天」にて展示

公開事業
事業区分：委託事業　

デジタルミュージアム 市民会館「市民つどいの間」
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○千葉県立美術館
資料名：櫻田精一「水門」（資料番号 4184）
期　間：11月 10 日～ 2月 3日
目　的：企画展「櫻田精一展  生誕 100 年－響きあう光・水・風を描く－」にて展示

○南部梅郷公民館
資料名：座繰（資料番号 4472）
期　間：11月 19 日～ 11月 20 日
目　的：主催講座「日本近代の夜明け」にて参考資料として使用

○野田市立北部小学校
資料名：昆虫標本（資料番号 7962 他）8点
期　間：12月 9日～ 12月 10 日
目　的：自然観察クラブの児童が観察するため

○江戸川区郷土資料室
資料名：コンプラ瓶（資料番号 1442）
期　間： 3 月 5日～ 3月 31 日
目　的：企画展「水のうつわ、油の器」にて展示 

○富士見市立難波田城資料館
資料名：「関東醤油番付（嘉永六年）」
期　間： 3 月 1日～平成 22年 5月 14 日
目　的：企画展「富士見のみそ・しょうゆ」にて展示　

常設展示

２．展望
　市内外問わず来館者の醤油関係資料への関心は高い。常設展示エリアは平成 22 年度にリニューアル

展示事業
事業区分：委託事業　

醤油醸造資料の展示
場　所：博物館 2階展示室

１．展示内容
　常設展エリアは展示室 2階となり、野田における醤油
醸造の各工程で使われてきた道具類、江戸時代の醸造家の
名前が並ぶ見立番付、醤油徳利や醤油差し、醤油樽などを
展示している。
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を予定し、それまでは現行の展示を継続する計画である。

全て各都道府県にゆかりのある歌舞伎の一場面であり、当時の人気役者の似顔絵が描かれている。また、
開口部には河鍋暁斎や川端玉章など著名な画家の絹絵が嵌め込まれている。全国にも類例を見ない貴重
な美術品であるが、資料保存のため常時公開することができない。そのため平成 8年より、所蔵してい
る全 41点の押絵行灯から毎年 2点ずつ収蔵品特別展示として期間を区切り公開している。今年度は「中
村宗十郎の菅原道実（福岡）」「尾上菊五郎の雪姫（京都）」を公開した。

収蔵品特別展示

四代勝文斎作押絵行灯（2点）
期　間：5月 3日（日）～ 17日（日）
会　場：博物館 1階展示室

１．展示内容
　当館所蔵の「押絵行灯」は、明治の押絵細工の名手として
知られる四代勝文斎の作品である。前面に施された押絵は
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１．目的
　本企画展は、20 年度に開催した企画展「野田に生きた人々　その生活と文化」シリーズのパート 2に
あたる。現状の常設展がほぼ醤油関係資料のみであることをかんがみ、本シリーズでは時代毎の人々の
生活と文化を概観できるようにし、地域の歴史を身近に感じてもらうことや、時節柄、近隣小学校の社
会科の授業における見学会へ対応することを目的としている。
　今年度は昨年度同様、考古遺物の展示のほか、特に市民の方々から当館に寄贈されることの多い、鍬
や唐箕など農具類を展示する機会とした。

２．展示内容
　先史時代から近代までの野田地域に暮らした人々の営みを、市内からの出土遺物や古文書、写真など
で紹介した。

（１）　旧石器時代から古墳時代までの生活と文化
　石器、土器、埴輪等の出土遺物を展示し、人々の暮らしと文化につながる解説パネルで説明をした。
解説パネルでは、各時代の一般的な説明の他に「黒曜石の来た道」や「土師器と須恵器」といったトピック
ごとに説明を行った。
　また、野田市周辺域のマップに展示資料出土遺跡の位置をポイントした図（遺跡分布図）を掲示した。
この図の各ポイントの番号は資料キャプションにも付してあり、対照することで野田市域の遺跡分布と
出土遺物が視覚的に理解できるようにした。
（２）　中世・近世・近代の生活と文化
　中世以降はトピックを絞って展示を行った。中世は信仰をテーマに板碑を、近世は河川交通をテーマ
に関東地方の水路を表した絵図や高瀬船の錨や模型、河岸問屋関係古文書を、近代では農具やワラ仕事
の道具を展示した。

展示事業
企画展

野田に生きた人々　その生活と文化　パート２
会　期：5月 3日（土）～ 7月 20日（月・祝）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
入館者：5,067 人

事業区分：委託事業
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資料名
尖頭器　2点
石器　11点
尖頭器と削器　5点
石器　8点
打製石斧
磨製石斧
石匙
石鏃　5点
片口付深鉢形土器
深鉢形土器
深鉢形土器
深鉢形土器
深鉢形土器
深鉢形土器
鉢形土器
鉢形土器
注口土器
注口土器
注口土器
注口土器
異形台付土器
鉢形土器
山形土偶
ミミズク形土偶
ミミズク形土偶
耳飾
耳栓
浅鉢形土器
紡錘車
壺形土器
壺形土器
竪穴式住居模型
小型壺
小型壺
直口壺
装飾壺
甑
高坏
小型高坏
二連壺
器台形土器
鉄鎌
長胴甕
臼玉
有孔円板
管玉
剣形品
勾玉
紡錘車
直刀
鉄剣
馬形埴輪
円筒埴輪
円筒埴輪
朝顔形埴輪
馬形埴輪
人物埴輪
埴輪器台
人物埴輪

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59

（出土地名）
寺後遺跡
槙の内遺跡
三ツ堀遺跡
本郷遺跡
東金野井貝塚
北前貝塚
勢至久保遺跡
東金野井貝塚
稲荷前遺跡
目吹新立貝塚
槙の内遺跡
槙の内遺跡
中野台貝塚
香取原貝塚
野田貝塚
東金野井貝塚
香取原貝塚
岩名貝塚
山崎貝塚
野田貝塚
野田貝塚
山崎貝塚
野田貝塚
野田貝塚
野田貝塚
野田貝塚
東金野井貝塚
宝蓮坊遺跡
西山遺跡
勢至久保遺跡
寺後遺跡
中根八幡前遺跡
中根八幡前遺跡
中根八幡前遺跡
中根八幡前遺跡
三ツ堀遺跡
桜台遺跡
三ツ堀遺跡
堤台松山遺跡
丸山遺跡
寺後遺跡
ボタモチ山遺跡
南大和田遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
宮前遺跡
香取原古墳群
香取原古墳群
流山市内
香取原古墳群
香取原古墳群
香取原古墳群
香取原古墳群
香取原古墳群
東深井古墳群
門倉公園前古墳

所蔵者
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
野田市教育委員会
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵
野田市教育委員会
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵

備考（年代）
旧石器時代
旧石器時代
旧石器時代
縄文時代草創期
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代前期
縄文時代前期
縄文時代前期
縄文時代前期
縄文時代中期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代晩期
縄文時代晩期
縄文時代晩期
縄文時代晩期
縄文時代後期～晩期
縄文時代後期～晩期
縄文時代後期～晩期
縄文時代
縄文時代
弥生時代
弥生時代
弥生時代
弥生時代

古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期

展示資料一覧
コーナー

古
墳
時
代

※所蔵者は敬称略

縄
文
時
代

旧石器
時代

弥
生
時
代

古
墳
と
埴
輪
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資料名
人物埴輪
人物埴輪
人物埴輪
魚形埴輪
鶏形埴輪
壺形土器
壺形土器
壺形土器
壺形土器
長頸壺
古瀬戸梅瓶
常滑壺
弥陀三尊種子板碑
弥陀一尊種子板碑
釈迦一尊種子板碑
二十一仏種子板碑
摺鉢
茶釜
写真「大山史前学研究所による野田貝塚 発掘調査」
写真「中野台貝塚 発掘調査風景」
写真「槙の内遺跡 第Ⅳ次発掘調査風景」
写真「野田貝塚 第 17次発掘調査風景」
関東河絵図
川岸問屋御運上御請並仲間定書帳
高瀬船模型
高瀬船錨
鋤
備中鍬
風呂鍬
水車
ハッタンコロガシ
馬鍬
田舟
足踏式脱穀機
くるり棒
唐箕
箕
万石通し
写真「農作業の風景」
写真「田植えの準備」
写真「農婦」
縄ない機
菰
押切
ワラ叩き
ワラジ編み
ワラジ
桟俵編み
桟俵
俵
笠
蓑
野良着

番号
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112

（出土地名）
東深井古墳群
東深井古墳群
東深井古墳群
東深井古墳群
東深井古墳群
堤台松山遺跡
堤台松山遺跡
二ツ塚古墳群
二ツ塚古墳群
二ツ塚古墳群
吉春遺跡
吉春遺跡
吉春遺跡
花光院
花光院
西福寺
金野井城跡
金野井城跡

所蔵者
野田市教育委員会
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
野田市教育委員会
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
野田市教育委員会
野田市教育委員会

当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵

備考（年代）
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代
古墳時代
古墳時代
古墳時代
古墳時代後期
14世紀
14世紀
元応3年（1321）
元亨元年（1321）
延元元年（1336）
天正14年（1586）
15世紀
15世紀
昭和6年（1931）
昭和34年（1959）
昭和60年（1985）
平成13年（2001）
江戸時代中期
安永4年（1775）

近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代
近代

コーナー

土
師
器
と

須
恵
器

昔
の
農
具

古
墳
と
埴
輪

板
碑
と
信
仰

利
根
川
・
江

戸
川
の
水
運

と
高
瀬
船

中世の
城郭

ワ
ラ
の
利
用

農作業
の衣服
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来館者の反応　小学校の団体見学だけでなく、一般の来館者に対しても学芸員が展示室にいる際は積極
的に資料に触れることができるように心がけたことが好評を博した。高齢の来館者の中には展示されて
いる農具を実際に使った経験がある方も多く、家族で来館した際には祖父母が孫に展示解説をすると
いった姿も見られた。またアンケートにおいて 10代未満から10代の回答に「とてもわかりやすかった」
「いま授業で習っているので興味があった」などの意見があり、子どもを意識した展示として一定の手
ごたえが感じられた。
　その他、来館者の感想は展覧会アンケート集計（41～ 45 ページ）を参照。

３．評価
展示内容　展示室南側を昨年度同様に考古遺物のコーナー
とし、北側を中世、近世、近代でテーマを絞って展示を行
った。近隣小学校の社会科授業の見学会への対応が本展示
の大きな目的の 1つであるため、南側の考古遺物のコー
ナーは来年度以降も継続していく予定である。しかし今年
度は館内整備工事の関係で小学校 6年生が来館する 4月
に開館することができなかった。そのため市民会館内に土
器や石器を並べて学芸員が解説を行ったが、展示室内に比
べて物量は限られてしまうため多少の物足りなさは否めな
かった。
　近代の「農業」のコーナーでは、唐箕や水車、足踏み式脱
穀機などの可動する農具を露出させて展示し、学芸員が積
極的に動かして見せることで、これらの資料が実際に生活
の中で使用されていた時の様子を来館者に考えてもらうこ
とができた。
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１．目的
　特別展は学芸員の調査研究にもとづいて野田に関する学術的な展示を行う。また、展示に関連した講
演会等を行い、地域を深く知る機会とする。
　平成 21 年、野田市郷土博物館は開館 50 年を迎えた。このことから、当館の竣工までの道のりと建
物のつくりを紹介し、さらに当館の建物を設計した建築家山田守をとりあげる、開館 50周年記念特別
展を開催することとした。展示を通して、山田守の作品群における当館の位置づけを試み、さらに当館
建物を野田に現存する主要な近代建築作品の一つとして再評価する機会とした。また、建築作品以外の
関連資料からは、山田守の人間像とそのキャリアに迫った。

２．展示内容
　山田守は、逓信省の営繕技師として電信局や逓信病院、後に日本武道館や京都タワービルなど、300
点以上の作品を残したとされる日本近代建築史上有数の建築家である。当館は山田が設計を手がけた唯
一の博物館建築で、校倉造風のユニークな外観が特徴的であるが、ゆるやかな曲線の使用などに見られ
る細かな意匠や、通風、採光への意識は、他作品とも通じる面がある。展示では、前半に当館の設立と
建築に関わる事柄を、中盤から後半に山田守の人間像や作品を紹介したが、博物館の建物それ自体も一
つの展示資料と見立て、館内随所に説明キャプションを設置するなどの複層的な構成とした。

（１）野田市郷土博物館の建設
　当館が建設されるにいたった時代背景、および建設へ尽力した人々、設立準備段階から竣工、開館ま
での道のり、そして現在の姿を紹介した。青焼き図面（複製）は原寸で展示した。さらに、実際の建物の
中で図面を見ることで、建物の構造についてより理解が深められるようにした。
（２）山田守の素顔
　建築家として、また一人の人間としての山田守を、現存資料や写真で紹介した。自らの父親を描いた
油彩や、スケッチ、俳句の色紙など直筆の資料も多数陳列した。
（３）山田守の主要作品
　山田守の代表的な建築作品 10点の模型、説明パネル、山田守の孫にあたる写真家山田新治郎氏が撮

展示事業
開館 50周年記念特別展

建築家山田守と野田市郷土博物館
会　期：8月 1日（土）～ 10月 12日（月・祝）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
協　力：岩岡竜夫研究室（東海大学）
　　　　大宮司勝弘（東京家政学院大学）
後　援：社団法人日本建築学会、社団法人日本建築家協会、　
　　　　社団法人千葉県建築士会、DOCOMOMO Japan、　
　　　　東海大学、東海大学建築会
入館者：7,163 人
事業区分：委託事業
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影した山田守の建築の写真スライドショー、東京中央電信局解体前の外壁タイル拓本（フロッタージュ）
などを展示し、作品の全体的な特徴と変遷を掴むことのできるコーナーとした。また本展覧会にあわせ
て野田市郷土博物館の断面模型を制作展示したほか、館内外の計 7 箇所に建物の特徴を解説するキャ
プションを設置し、山田の設計上の工夫を知ってもらう機会とした。

資料名
写真（大正期の野田町）
写真（竣工当時の興風会館）
写真（琴平大祭でにぎわう本町通り）
写真（野田町役場）
写真（野田醤油株式会社本店）
写真（野田尋常高等小学校三年館）
写真（興風会図書館）
写真（東深井古墳群の発掘）
野田郷土博物館の構想
野田郷土博物館敷地内図
博物館の展示室内図
写真（「食生活展」会場内の様子）
写真（中根八幡前遺跡を訪れた柳田國男と樋口清之）
須恵器（高杯）
須恵器（壺）
郷土博物館建設の「陳情書」
池田遷宛の手紙
建設特別委員会資料
野田市郷土博物館模型　1/100
「野田市郷土博物館設計概要説明書」
「野田市郷土博物館建設案内」
「野田市郷土博物館落成記念陳列目録」
写真（記念祝賀会の様子）
写真（開館式典での記念撮影）
張幕
野田市郷土博物館の業務日誌
複製図面（野田郷土美術館新築、立面図）
複製図面（野田郷土美術館新築、平面、断面）
複製図面（野田郷土博物館新築、配置図）
複製図面（野田郷土博物館新築、立面図）
複製図面（野田郷土博物館新築、平面図）
複製図面（野田郷土博物館新築、断面図）
複製図面（野田郷土博物館新築、立面図）
複製図面（野田郷土博物館新築、平面図）
複製図面（野田郷土博物館新築、断面図）
複製図面（野田郷土博物館新築、断面詳細）
複製図面（野田郷土博物館新築、階段詳細）
複製図面（断面透視図）
複製図面（野田郷土博物館新築、玄関詳細）
複製図面（野田郷土博物館新築、架構詳細図）
写真（野田市郷土博物館前景）
写真（野田市郷土博物館・屋根の三角屋根）
写真（野田市郷土博物館背面）
写真（野田市郷土博物館　スリット窓の一部）
写真（木立の中の野田市郷土博物館）
写真（野田市郷土博物館入り口ガラス扉）
写真（野田市郷土博物館玄関部分）
パネル「山田守略歴」
パネル「建築家山田守」
パネル「海外視察 (1)(2)」
複製図面「国際労働協会」

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51

所蔵者・提供者・撮影者
当館蔵
島根稔
島根稔
戸塚博司
当館蔵
野中健一
野田市立興風図書館
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
島根稔
当館蔵
当館蔵
野田市立興風図書館
野田市立興風図書館
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
山田新治郎
山田新治郎
山田新治郎
山田新治郎
山田新治郎
山田新治郎
山田新治郎
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東京大学工学部

備考（作成・撮影年代）
大正時代
昭和初期
昭和期
昭和期
昭和期
昭和期
昭和期
昭和24年
昭和25年
昭和25年
昭和25年
昭和27年
昭和29年
古墳時代
古墳時代
昭和25年
昭和25年
昭和32～33年
昭和33年
昭和33年
昭和34年
昭和34年
昭和34年
昭和34年
昭和34年
昭和34年
昭和32年
昭和32年
昭和32年
昭和33年
昭和33年
昭和33年
昭和33年
昭和33年
昭和33年
昭和33年
昭和33年
昭和33年
昭和33年
昭和33年
平成21年
平成21年
平成21年
平成21年
平成21年
平成21年
平成21年

大正9年

備考（作者・製作者）

山田守建築事務所
山田守建築事務所
山田守建築事務所
山田守建築事務所
山田守建築事務所
山田守建築事務所
山田守建築事務所
山田守建築事務所
山田守建築事務所
山田守建築事務所
山田守建築事務所
山田守建築事務所
山田守建築事務所
山田守建築事務所

山田守

展示資料一覧
コーナー

※所蔵者は敬称略

野
田
市
郷
土
博
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の
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博物館設立に尽力
した考古学者・
樋口清之
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館
の
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竣
工
、
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開
館

野
田
市
郷
土
博
物
館

設
計
案 

青
焼
き
図
面

野
田
市
郷
土
博
物
館

本
設
計　
青
焼
き
図
面

建
築
家

山
田
守
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資料名
卒業論文「都市と建築」
写真（分離派会結成時代の同人写真）
写真（分離派建築展覧会招待状写真）
写真（逓信省時代の肖像写真）
写真（メンデルゾーン（左）の新築中の自宅前にて）
絵葉書（エジプトから息子宛）
写真（デルフト図書館にて）
写真（サンパウロにて）
手紙（ベルリンのアパートで書いた）
写真（大阪市立大学医学部付属病院）
写真（東海大学代々木校舎1号館）
写真（日本建築学会での発表）
写真（東海大学代々木校舎2号館前にて）
写真（東海大学湘南校舎の建設現場小屋にて）
スケッチ（東海大学代々木校舎2号館下絵）
スケッチ（京都タワー下絵）
写真（解体前の自衛隊中央病院（屋上のペントハウス））
自衛隊中央病院のランプシェード
東京逓信病院のランプシェード
サンゴバン製丸型プリズム
京都タワービルのモザイクタイル
写真（第一回学術奨励会出品）2
写真（岐阜羽島の生家）２
父・山田守の肖像
写真（現在の山田邸）
写真（山田守と壽）
印刷物「偲び草」
色紙（野の風景）
色紙（蛇）
色紙（葡萄）
俳句色紙（夢多き）
スケッチ（犀川の畔）
スケッチ（鞍山にて）
スケッチ（山中湖畔）
スケッチ（雪原の河）
スケッチ（海老）
スケッチ（石狩川上流）
絵葉書（DC-8、東海大学建築学教室宛）
葉書（ロータリー句会宛）
投句（ロータリー句会宛）
色紙（山茱萸）
俳句色紙（人にあり）
東京中央電信局外壁タイル拓本（フロッタージュ）
鶴見邸模型　1/100
東京厚生年金病院模型　1/500
長沢浄水場模型　1/300
山田邸模型　1/100
日本武道館模型　1/400
京都タワービル模型　1/300
東海大学湘南校舎1号館模型  1/300
東海大学湘南校舎2号館模型   1/300
東海大学湘南校舎3号館と松前会館模型　1/300
東海大学武道館模型　1/300
パネル（東京中央電信局）２
パネル（鶴見邸）２
パネル（東京逓信病院）２
パネル（東京厚生年金病院）２
パネル（長沢浄水場）２
パネル（山田守邸）２

番号
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110

所蔵者・提供者・撮影者
東海大学岩岡竜夫研究室
山田健治郎
山田健治郎
山田健治郎
向井覚
山田健治郎
向井覚
向井覚
山田健治郎

山田健治郎
山田健治郎
山田健治郎
山田健治郎
山田健治郎
山田新治郎
東海大学岩岡竜夫研究室
東海大学岩岡竜夫研究室
東海大学岩岡竜夫研究室
大阪山田守建築事務所
山田健治郎

山田計一
相原功
山田健治郎
東海大学岩岡竜夫研究室
山田健治郎
東海大学岩岡竜夫研究室
山田健治郎
山田健治郎
山田健治郎
山田健治郎
山田健治郎
山田健治郎
山田健治郎
山田健治郎
東海大学岩岡竜夫研究室
東海大学岩岡竜夫研究室
東海大学岩岡竜夫研究室
山田健治郎
山田健治郎
日本建築学会建築博物館
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
日本武道館
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター

備考（作成・撮影年代）
大正9年
大正9年
昭和2年

昭和4年
昭和4年
昭和40年
昭和40年

昭和40年

昭和37年
昭和37年
平成21年

明治43年
平成21年

昭和37年
昭和40年
昭和40年

大正4年
大正8年
昭和34年
昭和40年
昭和38年
昭和40年
昭和40年
昭和40年

昭和40年

備考（作者・製作者）
山田守

山田守

山田守

山田守
山田守

山田守

山田守

山田守
山田守
山田守
山田守
山田守
山田守
山田守
山田守
山田守
山田守
山田守
山田守
山田守
山田守
山田守
山田守建築事務所
東海大学岩岡竜夫研究室
東海大学岩岡竜夫研究室
東海大学岩岡竜夫研究室
植野石膏模型製作所
植野石膏模型製作所
東海大学岩岡竜夫研究室
植野石膏模型製作所
植野石膏模型製作所
植野石膏模型製作所
植野石膏模型製作所

コーナー

山
田
守
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品

建
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３．関連事業
○オープニング・レセプション
実施日：8月 1日（土）15時～ 17時
場　所：博物館 1階展示室
参加者：80人
レクチャー：ケン・タダシ・オオシマ氏（ワシントン大学
准教授）「山田守と国際建築」

○親と子の建築ワークショップ
「ベニヤ板で家をつくってみよう！」
講　師：鈴木明氏（神戸芸術工科大学教授／建築・都市ワ
ークショップ代表）
実施日：8月 22 日（土）10時～ 12時
場　所：市民会館　松竹梅の間、庭園
材料費：100 円
参加者：19人
内　容： 鈴木明氏の考案したドーム型の家づくり。先にカ
ードを使って組み立て方を学んだのち、屋外に出て、ベニ
ヤ板でドーム型の家（シェルター）を建てた。親子に建築に
ついて楽しみながら学んでもらう講座とした。

○ギャラリートーク
実施日：8月23日(日)、9月13日(日)、10月12日（月・祝）
各回とも 11時～ 11時 30 分、14時～ 14時 30 分
場　所：博物館
参加者：計 38人
内　容：当館学芸員が展示内容と建物の特徴の解説を行っ
た。

○野田の建築探訪ツアー
案内役：むらさきの里　野田ガイドの会、当館学芸員
実施日：9月 26 日（土）11時～ 16時
参加者：16人
内　容：博物館、近隣の歴史的建造物の見学を行った。

親と子の建築ワークショップ

建築探訪ツアー

関連講演

資料名
パネル（日本武道館）２
パネル（京都タワービル）４
パネル（東海大学代々木校舎）２
パネル（東海大学湘南校舎）４
山田守建築作品スライドショー
野田市郷土博物館断面模型　1/30
野田市郷土博物館

番号
111
112
113
114
115
116
117

所蔵者・提供者・撮影者
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
東海大学学園史資料センター
山田新治郎
当館蔵
野田市

備考（作成・撮影年代）

平成21年
昭和34年

備考（作者・製作者）

東海大学岩岡竜夫研究室
山田守

コーナー

山
田
守
の
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品
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５．評価
展示内容　開館 50年を記念した展示として、これまで調査があまり進められてこなかった博物館の建
物そのものをテーマとして選択した。当館で建築分野の展覧会を開催するのは初めてであったため、企
画や図録執筆にあたっては山田守研究の専門家へ協力を依頼して建築学的見地から建物の評価を行って
いただき、当館は野田での設立準備段階の資料調査を担当するという体制ですすめた。さらに、遺族の
方々から当時のことについて聞き取りをし、貴重な直筆油彩画等を借り受け展示することができたのは
人間・山田守を紹介する上で大変幸運なことであった。
　展示内容を、専門家のための展示か市民向けの展示とするかで調整に難航した部分もあった。結果的
に、主要作品に関する説明は専門的見地から書かれたパネルを用い、くわえて当館建設に関することで
は新資料を提示したことで、ある程度有識者の期待に応えることができたといえよう。一方、市民リピ
ーター層や、観光･散策途中の訪問者に向けては、概説パネルや職員による解説を平易にして補った。
また、ギャラリートークやワークショップ、クイズなど関連事業で特に建築初心者向けを意識した。た
だし、近代建築史本流の概説は、いずれにせよ不足していたかもしれない。
　期間中、複数のメディア媒体で取り上げられたこと、特に、展覧会協力者、後援団体による情報発信
に支えられて、当館の通常の広報範囲を大幅に超えた PRが行われた。会期中、偶然にも日本武道館を
特集したテレビ番組の放映もあり、相対的に市外からの来館者が多く（65％）なった。

来館者の反応　山田守本人や建築事務所と個人的なつながりがあったため来場したという方も多く、当
時を懐かしく思い起こす様子が見られた。またこうした方からは貴重な証言をいくつもお寄せいただた
いた。また職員による解説やギャラリートークに対しては、展示ケース内の天窓やベランダなどが特に
注目を集めた。市民からは、身近なところにある建物が実は有名な建築家のものとは知らなかった、な
どのレスポンスが多数得られ、地域に誇りをもつ機会となったようである。
　評価の詳細は紀要（135 ～ 143 ページ）を参照。

○特別展関連講演
《第一部》「山田守の生涯」、《第二部》「山田守建築の見方・楽
しみ方～現存作品を中心に～」
講　師：《第一部》岩岡竜夫氏（東海大学教授）、
　　　　《第二部》大宮司勝弘氏（東京家政学院大学）
実施日：9月 27 日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
参加者：73人
内　容：展示内容と関連して、展示にご協力をいただいた
方に講師として山田守の建築の時代変遷と評価について講
演をしていただいた。

○クイズ
内　容：館内に展示内容等に関するクイズを設置し、チラ
シの裏面の回答用紙に記入。正解者には博物館ペーパーク
ラフトを贈呈した。

４．図録の発刊
展示解説図録を発刊、頒布した（69ページも参照）。
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１．目的
　市民の文化活動報告展では、学芸員が市民グループとテーマなどを協議し、博物館と協働で展示を構
成する。市内で文化的な活動を行っている市民グループに研究発表の場を提供し、新たな野田の文化の
創出に寄与することを目的としている。
　本企画展は、当館初の市民の文化活動報告展として、「まちなみ研究会」による歴史的建造物の調査結
果を紹介するとともに、まちづくりに向けた方策を提案した。

２．展示内容
　展示室を半分に分け、主に南側に野田の過去、現在の紹介を、北側にまちなみの提案（未来）を展示し
た。入り口から入ると正面に挨拶文、地元の洋画家、故・櫻田精一氏の文章「野田によせる夢」があり、南
側中央には大型の野田市内中心部航空写真を配した。南側の壁面ケースは、まちなみ研究会と提案の概要
紹介にはじまり、中心商店街の歴史、歴史的建造物の紹介が続く。北側は映像コーナーにはじまり、修景
とまちあるきの楽しさを演出するための提案を写真と模型で展示し、次に関連企画と同研究会の活動を
紹介した。最後にまちへの想いを見学者に書いていただき掲示する「野田に寄せる夢」コーナーを設けた。
　なお展示開始から 12月 6日までの土日祝日は会員が交代で展示室に常駐し、来館者への解説や意見
交換を行った。さらにメンバーでイラストレーターの澤田賢氏が館内の「駅前大型看板」模型に色づけ
し、展示中に作品を仕上げていくパフォーマンスを実施した。

（１）まちなみ研究会と提案の概要
　会員の集合写真と各自がまちへの想いを寄せ書きしたパネルを配し、提案の概要をパネルで紹介する
とともに、作成したパンフレット、調査報告書などを展示した。　　
（２）野田の商店街
　中心商店街活性化に関して、昭和 30年代までの商店街の活気と現在も残る建造物を双六、広告、古
写真などとともに展示した。
（３）歴史的建造物の紹介
　中心市街地と江戸川沿いの地域に残る 17件の歴史的建造物について、壁面で現況写真一枚と文章パ
ネルを用いて説明し、図面、模型、瓦、古文書、絵葉書などを展示した。あわせて会員が描いた土蔵と

展示事業
企画展・市民の文化活動報告展

まちなみ提案 文化の駅・野田 ～まちへの想いを形に～
会　期：10月 24日（土）～ 1月 11日（月・祝）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
入館者：6,333 人
後　援：野田商工会議所、社団法人千葉県建築士会
協　力：むらさきの里　野田ガイドの会、社団法人千葉県建
　　　　築士会野田支部、野田市茶道協会、ＮＰＯ法人そい・
　　　　びーんず、本町通りの商店街有志
事業区分：委託事業
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工場の絵画や、同研究会の活動にご協力頂いている櫻田久美氏の油絵を展示した。
（４）地図、航空写真に見る野田のまちなみ
　展示室右側中央の大型ケースは地図や航空写真を時代順に展示し、上空から見た都市の構造やまちな
みの変化を感じ取ってもらうことを主眼とした。正面に設置したカラー大型の航空写真は、展示の導入
の役割を果たすとともに、各建造物の位置などもわかり、来館者に好評であった。
（５）映像コーナー
　野田の歴史的建造物の基本となっている、大正から昭和初期のまちなみが分かる映像２本と、まちな
み研究会の活動が取り上げられたニュース映像を放映し、展示中間の休息コーナーの役割を果たす。会
員のアイディアで北側中央には休息用コーナーを設け、提案部分を座って眺められるようにした。
（６）まちなみ提案　文化の駅・野田
　まちなみ提案の基本的コンセプトを示す大型模式図パネルに続いて、具体的な提案を「まちなみの色
彩」（修景）や「通りのネーミング提案」の写真、駅前大型看板や歴史的建造物の個別案内板の模型な
どを展示した。
（７）文化の駅・野田の実現に向けて
　提案の実現に向けた具体的な活動例を写真と文章パネルで展示し、貸し自転車「まめちゃり」の実物と、
市民会館での喫茶「和 café」のイメージモデルを設置した。最後に来館者が自由に感想やまちへの想
いを書き込み、掲示できるコーナーを設けた。

資料名
パネル（野田に寄せる夢）
パネル「研究会メンバー　それぞれの想い」
『まちなみ調査報告書』
『まちなみパンフレット』
『建造物調査報告書』
『近代化産業遺産群33』
パネル「まちなみ研究会のあゆみ」
写真（市民会館での例会風景）
写真（桝田家記念碑設置記念式典）
春風館道場の平瓦
パネル（対象地域の選定）
『まちなみ提案書』
写真（奥富薬局）
写真（奥富薬店の上棟式）
写真（完成後の奥富薬店）
野田町名所案内
連合福引大売出しチラシ
商売繁盛双六
商売繁盛双六
祝総武発展全線開通
写真（野田商工会福引抽せん所）
写真（野田商工会福引抽せん所）
パネル（株式会社千秋社社屋）
パネル（興風会館）
パネル（野田市立中央小学校三年館・七年館）
中央小学校三年館平面図
中央小学校三年館詳細図
パネル（旧野田醤油株式会社初代正門）
パネル（春風館道場）
パネル（野田市市民会館）
キッコーマン旧本社、春風館模型
パネル（茂木七左衞門邸及び煉瓦塀）
パネル（キッコーマン・稲荷蔵）

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

所蔵者

まちなみ研究会
まちなみ研究会
まちなみ研究会
当館蔵

まちなみ研究会
当館蔵

まちなみ研究会
まちなみ研究会
野田市総務課市史編さん担当
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵

野田市立中央小学校教育史料館
野田市立中央小学校教育史料館

キッコーマンビジネスサービス株式会社

備考（年代）

平成14（2002）年
平成16（2004）年
平成17（2005）年
平成19（2007）年

平成20（2008）年

平成18（2006）年

大正末期
大正末期
昭和初期

昭和8（1933）年
昭和11（1936）年
昭和5（1930）年
昭和10（1935）年
昭和12（1937）年

昭和2（1927）年
昭和2（1927）年

展示資料一覧
コーナー

※所蔵者は敬称略
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資料名
パネル（茂木七郎治邸）
パネル（茂木佐公園稲荷堂）
パネル（須賀神社）
春風館道場の足付鬼瓦
水上蔵の鬼瓦
木白本蔵の足付鬼瓦
絵画「白木新道」
絵画「有吉町通り」
パネル（キノエネ醤油株式会社社屋及び工場群）
パネル（キッコーマン・製造第一部及び事務所）
パネル（キッコーマン・給水塔）
第17工場完成記念絵葉書
第17工場披露式典芳名帳
パネル（財団法人髙梨本家上花輪歴史館）
パネル（上河岸・戸邉五右衞門家住宅）
パネル（下河岸・桝田家住宅）
戸邉五右衞門家文書
桝田家文書
御用蔵模型
野田小唄　むらさき音頭レコード
看板「毎日早船出帆所」
航空写真（江戸川から本町通り周辺）

パネル（フランス式彩色地図）

パネル（野田・本町通り絵図）
パネル（野田人車鉄道路線図）
パネル「北総鉄道沿線案内」
パネル（野田市鳥瞰図）
ポスター「水と蔵と林と　野田散策絵図」
航空写真「旧野田市域全景」
絵画「朝の構内」
映像「第17工場完成披露」（部分）
映像「琴平神社祭礼」（部分）
映像「戸邉家・桝田家記念碑建立」
映像「11月14日まちなみの日記念式典」
ＣＧ「まちなみの色彩」
パネル「まちなみ提案　文化の駅・野田」
パネル（保存・活用型の文化的景観）
パネル（規制・誘導型の景観法）
パネル（事業型の歴史まちづくり法）
個別案内板模型
パネル（通りのネーミング提案）
駅前大型看板模型
パネル（駅前大型看板の広告例）
パネル (文化の駅・野田MAP）
パネル（まめちゃり）
貸し自転車「まめちゃり」
パネル（まちかど博物館）
パネル（登録文化財を増やす）
パネル（歴史的建造物の限定公開）
パネル（まちづくりの拠点）
パネル（お屋敷博物館）
パネル（和café）
パネル（まちづくり文庫）
パネル（茂木佐邸物語）
「野田に寄せる夢」掲示板

番号
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55

56

57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88

所蔵者

当館蔵
キッコーマン国際食文化研究センター
キッコーマン国際食文化研究センター
澤田賢
澤田賢

キッコーマン国際食文化研究センター
キッコーマン国際食文化研究センター

当館蔵
桝田廸子
平成食品株式会社
当館蔵
桝田廸子
キッコーマン国際食文化研究センター
国土地理院所蔵、
財団法人日本地図センター複製
『岩吉どん９１年の生涯』より
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
当館蔵
櫻田久美
キッコーマン国際食文化研究センター
当館蔵
ＪＣＮコアラ葛飾
まちなみ研究会
まちなみ研究会

ＮＰＯ法人そい・びーんず

「東京新聞」より

備考（年代）

明治中期

平成18（2006）年
平成18（2006）年

大正15（1926）年
大正15（1926）年

明治、大正期

昭和45（1970）年

明治前期

明治後半
明治後期
大正14（1925）年
昭和26（1951）年頃
平成2（1990）年
昭和57（1982）年
昭和33（1958）年
大正15（1926）年
昭和7（1932）年
平成18（2006）年
平成21（2009）年

平成20（2008）年

コーナー
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内　容：社団法人千葉県建築士会野田支部の協力を得て、一日限定で近隣の歴史的建造物の一般公開を
実施した。

○まちかど博物館
協　力：本町通り周辺の商店有志 
期　間：11月 14 日（土）～ 12月 6日（日）
場　所：野田市本町通り周辺
内　容：本町通り周辺の商店約 30店の協力を得て、各店の自慢の品、歴史の分かる資料、古写真を店
先に展示し、まちあるきの楽しさの一助とした。

３．関連事業
○「まちなみの日」記念式典
主　催：まちなみ研究会
実施日：11月 14 日（土）11時～ 12時
場　所：博物館 1階展示室
参加者：50名
内　容：まちなみ研究会と共催で、歴史的建造物の所有者
や展示協力者に対し日頃の保存に対するお礼と交流の場を
設けた。

○和 café
協　力：野田市茶道協会
実施日：11月 14 日（土）10時 30 分～ 15時 30 分
場　所：市民会館　松竹梅の間
参加者：138 名（チケット販売数）
内　容：野田市茶道協会の協力を得て、来館者に和菓子と
抹茶を提供し、立礼（椅子席）の気軽な雰囲気のなかで日本
家屋と庭園の美しさを楽しむ機会とした。 

○ガイドウォーク
協　力：むらさきの里　野田ガイドの会
実施日：11月 14 日（土）
　　　　第 1回　10時 30 分～ 12時 30 分
　　　　第 2回　13時～ 15時
場　所：野田市内
参加者：第 1回 22 名、第 2回 13 名
内　容：むらさきの里野田ガイドの会の案内で、近隣の歴
史的建造物を見学した。

○歴史的建造物の限定公開
協　力：社団法人千葉県建築士会野田支部
実施日：11月 14 日（土）
場　所：野田市内 6カ所

「まちなみの日」記念式典

ガイドウォーク

まちかど博物館

35



案部分への誘導が課題となった。展示室が大きく南北に分かれるため、前半の南側部分だけを見る見学
者もいた。これに対し、会員、職員、受付ボランティアが随時、提案部分への誘導と解説を行うことで
補った。展示物だけで完結するのではなく、解説と議論を担う人がいて完成する展示だったように思う。
会場正面の大型航空写真、まちなみ提案の模式図パネルは、会員と来館者とのコミュニケーションを促
す点で大きな役割を果たした。全体に目玉となる資料が少なく、資料の選定には苦慮した。そのなかで
航空写真、映像、地図などビジュアルな人目を引く資料を分散させたことは来館者の興味を引く点で有
効であった。なお開館後も来館者の反応を見ながら会員のアイディアで随時展示の補足、入れ替えを
行った。

来館者の反応　先述したとおり、「人」がいてこそ生きる展示であり、来館者とスタッフが話をすること
の多い展示だった。特に市外からの来館者の場合、歴史的建造物を活用したまちづくりを行っている他
所の情報と野田のまちの感想、市内の来館者の場合は野田のまちの過去と現在、未来をテーマにコミュ
ニケーションを促すことが出来た。逆にスタッフがいない時は、分かりにくいためか展示を見学する時
間が短いことがあった。総じてまちなみ研究会の提案内容に好意的な反応が多かったが、実現可能性や
方向性に疑問がある、という意見も見られた。会の活動そのものはあまり強調しなかったため、これに
対する反応は少なかった。
　評価の詳細は紀要（121 ～ 134 ページ）を参照。

○まちなみ検定
期　間：11月 14 日（土）～ 12月 6日（日）
内　容：実際にまちを歩いて答えを探す検定問題を作成し、
問題用紙を配布。一定数の正答のあった方に「野田まちな
みマスター認定証」を贈呈した。

○寺子屋講座
事業区分：自主事業
実施日：11月 15 日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：企画展に関連づけて、第 56 回芸道文化講座の講
師をまちなみ研究会副会長圓崎直之氏に依頼し、まちなみ
研究会の提案について語っていただいた。さらに野田のま
ちづくりについて参加者を交えて意見交換を行った（詳細
は寺子屋講座の項も参照）。

４．評価
展示内容　前半の歴史的建造物紹介から後半のまちなみ提
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１．目的
　市民公募展では、学芸員がテーマを決め、それをもとに市民から資料の公募を行い、展示を行う。野
田に埋もれている新たな文化資料の発見とともに、市民がお互いの持っている資料を知ることにより、
新たな交流が生まれることを促進する。
　本企画展では市内在住・在勤・在学の個人や家族、市内で活動する団体（商店、企業、ボランティア
団体等）からそれぞれのキャリアや活動において思い出深いモノとそのエピソードを募集した。出品者
がモノを通して思い出を語ることで、それぞれのキャリアや活動を振り返る機会とするだけでなく、来
館者が市内の様々なコミュニティから集められた資料を博物館に置いて一堂に見ることで、まちづくり
に不可欠な共に地域に生きる人々を理解する機会と新たな交流を創出することを目的とした。

２．展示内容
　市内在住・在勤・在学の個人や家族、市内で活動する団体（商店、企業、ボランティア団体等）から
それぞれのキャリアや活動において思い出深いモノを募集し、エピソードとともに展示した。

（１）商店、企業、農業、福祉、ボランティア団体、家族等の思い出のコーナー
　市内の商店や企業の歴史、ボランティア団体の活動の中で深いかかわりがあり思い出深いモノをパネ
ル化したエピソードとともに展示した。
（２）個人の思い出のコーナー
　市民個人において、仕事や趣味などその人のキャリアに深い関わりがあり思い出深いモノをパネル化
したエピソードとともに展示した。

展示事業
企画展・市民公募展

思い出のモノ語り
会　期：1月 23日（土）～ 3月 22日（月・祝）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
入館者：5,605 人

事業区分：委託事業
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資料名
和菓子の型、掛け紙
アイロン
大理石の置時計　他
足袋の型、定規、銭箱
座敷用火鉢
和菓子の型とヘラ
金敷
ジョートリ醤油看板
テレビドラマ「24」ロゴ入り自転車
空き缶神輿、一斗缶チリトリ
枝豆栽培用農具
半纏、腹掛け
「のだっこダイちゃん」　原画
台付ランプ
みんなで作った春のタペストリー
教育双六
チャンチャンコ、ネンネコ
千葉県「特別功労賞」表彰状
化粧まわし
ピンボールマシン（AKIRAバージョン）
子ども用樽みこし
壷
木村重成の書状
トリスバー「コンパ」開店チラシ、シェーカー、グラス
水彩画
福助足袋
手水鉢
両家の母からの新築祝い（絵画、アートフラワー）
3兄妹の履いた靴
子供服
絹絵行灯
内国通運会社分社看板
掛軸「楓橋夜泊」
8ミリカメラ、映写機
コンパクトカメラ、2眼レフカメラ
アルミの水筒と弁当箱
碑「江蘇省昆山市栄誉市民」　他
絵画
欅の火鉢
パレスチナの刺繍
色紙（吟道館流支部対抗コンクールの賞）
化石「メソサウルス」
縄文土器片
色紙「徳不孤」
展翅板
和綴じ本「大澤一族」
飛行機の絵葉書
時刻表
陶器（伝小野具定作）
七歳祝着
仏像
ランプ
達磨大師像
1眼レフカメラ
油絵
ダルマの置物
釣竿
ソウルミュージックレコード
名古屋土人形「花魁」

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59

所蔵者
豆玉堂
浅野クリーニング
千代倉
荒井洋品店
鈴木呉服店
伊勢屋
山本建設工業株式会社
沼野佛具店
レストランVERY
山崎板金
遠藤農園
小山造園
野田市秘書広報課
真光寺
グループホーム あったかさん
野田市立中央小学校教育史料館
渡辺和装学院
むらさきの里 野田ガイドの会
野田相撲甚句会
大友克弘ファンクラブ
野田みこしパレード実行委員会
湯浅家
矢部家
大澤家
染谷家
岡野家
関根家
鎌田家
平井家
村越家
茂木佐平治家
桝田廸子
染谷慧
長堀隆
関根弘美
澁谷由梨子
渡辺博治
小川宥彦
髙梨綾子
成瀬猛
田尻美和子
村山貢
飯塚保斗
染谷紀世子
志賀一朗
大澤一秋
新原淳弘
北野浩之
逸見好江
鈴木伸
武内壮介
石橋一展
逸見紀一郎
松本敏行
岡田孝一
蓮俊乘
澤田賢
髙梨東道
髙梨東道

展示資料一覧
コーナー

※所蔵者は敬称略

商
店
・
農
業
・
福
祉
・
市
民
団
体
等
の
思
い
出

個
人
の
思
い
出

家
族
の
思
い
出
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４．評価
展示内容　単なるお宝の展示に終わらせず、「モノ」を出品した「ヒト」の存在を強調するために、出品資
料に対しパネル化した約 200 ～250 字の思い出のエピソードを添えて展示した。今回は出品資料とエ
ピソードが 1セットで 1つの展示物と言うことができる。エピソードを添えることで 1点 1点の資料
に付随する文字情報が多くなり、展示ケース内がやや煩瑣な状態になってしまった点は改善の余地があ
るが、モノと出品者の繋がりが明確に来館者に伝わるようになったことは、市民がお互いを知るという
公募展の趣旨にかなうものであった。しかし、応募されたコミュニティ（個人・家族・商店・ボランティ
ア団体など）の数に大きなばらつきが見られ、各資料の横のつながりを生み出すことができなかった。
そのため各資料がそれぞれ独立した存在となり、展示室がやや一体感を欠く形となってしまった。より
多様で広範囲の人々が公募展に参加してもらえるよう努めていく必要がある。

来館者の反応　1点 1点に多くの文字情報が付随していたため、非常にじっくりと見学する姿が多く見
られた。来館者の印象に残った展示物はモンキーバイクや飛行機の設計図など、比較的大型の資料で

３．関連事業
○ギャラリートーク
「聞いてみよう　一品に込められた想い」
実施日：2月 14 日（日）、3月 14 日（日）14時～ 15時
場　所：博物館 1階展示室
参加者：計 35人
内　容：出品者数名に展示室内で自らの出品資料を前にモ
ノの思い出や自分との関わりを語ってもらった。複数の出
品者に語ってもらうことで、参加者だけでなく出品者同士
の交流の機会とした。

ギャラリートーク

資料名
皮製スキー靴
YS-11三面図
モンキーバイク
椅子
ブルーインパルス関連　帽子、ワッペン、在隊記念品、航空祭ポスター
10年日記
ショナ族の杖
初めての海外添乗の集合写真、パスポート、身分証明書
サインボール（松井秀喜）
コップ
サイン色紙（長嶋茂雄、原辰徳）
壁新聞、旅日記
夏祭りの俳句
似顔絵
「横尾忠則全集」
家が紹介された雑誌と自作冊子「わが家を建てて」
相撲双六
ソノシート「世界の国歌集」
「デザインとは何か」
小津安二郎からのはがき
ベルリンの壁の破片
母子手帳
原水爆禁止バッジ　他

番号
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82

所蔵者
芝田栄太郎
本橋尚徳
山崎健市
金山喜昭
大上正晃
葛西真理子
畔上廣司
加藤正太郎
鈴木ます子
奥津彩加
東風谷昭子
下河邉弘昭
中島隆
野中健一
渡辺圭
松本伸一
戸田博
佐々木一江
山下和宏
山下和子
鈴木貴雄
田村博子
鈴木清治

コーナー

個
人
の
思
い
出
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あった。また、珍しい、懐かしいといった「モノ」への感想
だけでなく、人それぞれの思い出に出会えたことの喜びや
その思い出に共感する回答がアンケートにも見られた。
　評価の詳細は紀要（145 ～ 151 ページ）を参照。
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展覧会アンケート集計

○総集計枚数
展覧会名 回収期間（＝会期） 回収枚数

平成21年度第1回企画展
「野田に生きた人々　その生活と文化　パート2」

5月 3日
～7月20日

102枚
（入館者数の 2％）

平成21年度開館50周年記念特別展
「建築家山田守と野田市郷土博物館」

8月 1日
～10月12日

526枚
（入館者数の 7.3％）

平成21年度第2回企画展
「まちなみ提案　文化の駅・野田～まちへの想いを形に～」

10月 24日
～1月11日

180枚
（入館者数の 2.8％）

平成20年度第3回企画展・市民公募展
「思い出のモノ語り」

1月23日
～ 3月 22日

109枚
（入館者数の 1.9％）

1. 性　別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  3. 住まい
生活文化２ 山田守 まちなみ モノ語り 生活文化２ 山田守 まちなみモノ語り

男
55
(54%)

79
（58%）

100
（55%）

65
（60%）

市内
38
(37%)

174
(33%)

70
(39%)

56
(51%)

女
39
(38%)

168
（32%）

68
（38%）

37
（34%）

市外
62

（61%）
341
(65%)

105
(58%)

47
(43%)

無効・
未回答

8
(8%)

51
（10%）

12
（7%）

7
（6%）

未回答
2

（2%）
11
(2%)

5
(3%)

6
(6%)

2. 年　代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  4. 職　業（複数回答有）

10 代未満
5
(5%)

16
（3%）

8
（4%）

6
（6%）

会社員
23
(22%)

148
(28%)

10 代
20

（19%）
22

（4%）
24

（13%）
23

（21%）
公務員

6
(6%)

35
(7%)

20 代
3

（3%）
29

（5%）
11

（6%）
6

（6%）
自営業

6
(6%)

39
(8%)

30 代
11

（11%）
47

（9%）
11

（6%）
9

（8%）
主婦

14
(14%)

97
(18%)

40 代
13

（13%）
77

（15%）
18

（10%）
14

（13%）
無職

15
(14%)

98
(18%)

50 代
15

（15%）
108

（21%）
42

（23%）
12

（11%）
学生

20
(19%)

48
(9%)

60 代
20

（19%）
146

（28%）
43

（24%）
28

（25%）
その他

18
(17%)

58
(11%)

70 代
10

（10%）
62

（12%）
17

（10%）
8

（7%）
未回答

2
(2%)

7
(1%)

80 歳以上
2

（2%）
7

（1%）
3

（2%）
0

（0%）
1. 性別…複数回答は無効
2. 年代…複数回答、年齢不明は無効

無効・
未回答

3
（3%）

12
（2%）

3
（2%）

3
（3%）

生活文化２ 山田守 まちなみ モノ語り 生活文化２ 山田守
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4. 現在の仕事、立場（複数回答有）　　　　　　　　  4－1　職業分野

小学生

中学生

高校生

大学生

就学者その他

会社・団体役員

常勤社員・職員

アルバイト・パート

個人事業主

専業主婦・夫

定年退職者

失業中

就業者その他

無効、未回答

25
（14%）
3

（2%）
3

（2%）
2

（1%）
2

（1%）
14

（8%）
34

（19%）
12

（6%）
10

（5%）
28

（15%）

まちなみ

33
（18%）
1

（1%）
7

（4%）
8

（4%）

10
（9%）
16

（14%）
0

（0%）
5

（5%）
2

（2%）
6

（5%）
20

（18%）
10

（9%）
5

（5%）
14

（13%）

モノ語り

17
（15%）
0

（0%）
2

（2%）
4

（3%）

1
（1%）

1
（2%）

11
（14%）

4
（9%）

6
（8%）

10
（23%）

3
（4%）

0
（0%）

9
（12%）

5
（11%）

5
（6%）

4
（9%）

1
（1%）

0
（0%）

4
（5%）

4
（9%）

3
（4%）

0
（0%）

3
（4%）

0
（0%）

まちなみ モノ語り

法務

公務・保安

サービス

金融

営業･販売

事務

マスコミ

教育

社会福祉

医療・看護

自然研究・技術

機械・科学研究・技術

コンピュータ

建築・土木

運輸

芸能・芸術・デザイン

無効、未回答

2
（3%）
7

（9%）
1

（1%）
5

（6%）

1
（2%）
3

（8%）
2

（5%）
4

（9%）
3

（4%）
6

（6%）
9

（12%）

1
（2%）
0

（0%）
5

（11%）

4－2　定年退職者の活動（複数回答有）

ボランティア
町内会
趣味

自宅にいる
パートなどの仕事

その他
無効、未回答

まちなみ モノ語り
8
3
12
9
5
2
2

5
1
6
7
0
1
2

４．職業／現在の仕事、立場…「まちなみ提案　文化の駅・野田」展より、
職業に関する設問を改訂。「現在の仕事・立場（４）」を13の選択項目と
し、さらに何らかの就業をしている方に「職業分野（4－1）」を16の選択
項目から、定年退職をした方に「現在主に何をしているか（4－2）」を6
の選択項目からそれぞれ選んでもらうこととした。
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5. 来館目的（複数回答有）
生活文化２ 山田守 まちなみ モノ語り

企画展／特別展（博物館 1階） 42 281 66 57
常設展（博物館 2階） 12 55 19 10
博物館でのイベント 3 13 3 3
市民会館でのイベントで立ち寄り 3 10 5 3
市民会館貸部屋利用で立ち寄り 0 5 1 3
野田市内観光コースとして訪問 30 96 31 8
その他 11 32 43 14
未回答 13 35 28 18

7. 企画展／特別展の開催既知

はい
32
(31%)

279
(53%)

69
(38%)

56
(51%)

いいえ
67
(66%)

232
(44%)

103
(57%)

47
(43%)

無効・
未回答

3
(3%)

15
(3%)

8
(5%)

6
(6%)

生活文化２ 山田守 まちなみ モノ語り
6. 博物館来館回数

初めて
2回目
3回目
4回目
5回目
6回目
7回目
8回目
9回目
10回以上
複数回
その他、
回数不明
未回答

58
10
6
2
3
2
0
1
0
15
1

1

3

60
7
10
2
1
0
1
2
0
19
1

0

6

340
46
34
6
24
2
5
4
0
44
9

4

8

95
15
8
1
9
0
1
0
0
44
2

0

5

生活文化２ 山田守 まちなみ モノ語り
8. 開催を知った情報媒体（複数回答可）

新聞
ポスター
チラシ
タウン誌
野田市報
ホームページ
友人知人紹介
その他
未回答

1
8
7
3
2
3
5
2
8

13
8
3
7
16
7
16
5
2

36
41
30
35
55
44
49
60
6

3
13
11
10
22
7
12
17
3

生活文化２ 山田守 まちなみ モノ語り

６．博物館来館回数…「●回～▲回」、「●、▲回」等の記入は▲回に入れる／「■
回位」は■回に入れる／ 10回以上には「10数回」「15回以上」「20回」などを
含む／複数回には「数回」「数十回」「数え切れない」などを含む
８．開催を知った情報媒体…未回答は設問７で「はい」と回答した上で番号に
○なし、（　）内に記述なしの件数
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○上記のように考える理由（回答の顕著な特徴）
【生活文化展２】
・小学生などを案内した際には積極的に農具に触らせたため、実際に手で触られたことがよかったという意見があった。
【山田守展】
・山田守という建築家、その作品について知ることができてよかったという意見と、建築の分野に元々興味があったのでよか
ったという意見に大分される。
・建築の専門家にとっては展示内容にやや物足りない点もあったようである。
・山田守建築事務所の関係で働いていたなど、展示でとりあげた人との個人的な関係を回想する意見がいくつか見られた。
・図面、模型をあげ、分かり易かったという指摘。博物館の建物自体が面白かったという意見があった。
・俳句や絵画などを通して、人間としての山田守がよく分かったという意見があった。
・山田守建築作品の美しさやデザイン性を評価する声がきかれた。
・若年層からは館内に設置したクイズを評価が高かった。
【まちなみ展】
・野田の建物の歴史と現状が分かりやすく紹介されていたことや景観形成、通りのネーミング提案など各提案、まちなみ研究
会の活動や姿勢を評価する意見が寄せられた。
・提案の内容に対し、もう一歩踏み込まないとまちは活性化しないと思うといった意見も見られた。
・もっと古い建物の写真があると良かった、もっと展示物があると良かったと言う意見がある一方で、展示物が精選されてい
た、多かった、との評価もある。
【モノ語り展】
・なつかしい物、昔を思い出す物を見ることができて良かったという回答が多かった。
・資料に添えられたエピソードを通じて、人それぞれの思い出に出会えたことの喜びやその思い出に共感する回答が見られた。

10．印象に残った展示は何ですか（回答の顕著な特徴）
【生活文化展2】
・土器、石器、発掘時の写真など考古コーナーへの回答が見られた。
【山田守展】
・日本武道館、京都タワー、東海大学校舎などの模型や青図をあげたものが多い。他にクイズ、博物館の建物自体（展示ケース、
採光などの工夫）、スケッチなどをあげていた。
・2階常設展の資料名をあげた回答もあった。本展示では博物館自体を展示物として位置づけており、建物をめぐったり、ク
イズをする過程で2階に足を向ける人も多かったためであろうと推察される。
【まちなみ展】
・現存する歴史的建造物の写真、航空写真、古地図という回答が多い。
・展示室で放映していたまちなみ研究会が関わった市内の登録文化財のニュースや、かつての醤油工場の映像が好評であった。
・提案のコーナーでは景観形成を筆頭に通りの名称、駅前大型看板が好評であった。
【モノ語り展】
・YS-11の図面やモンキーバイク、ピンボールマシン、絹絵行燈など、比較的大型の資料の回答が多い。
・比較的高齢（60歳以上）の方々からは、アルミの弁当箱や和菓子の型などを通して自分の思い出を語る回答があった。

９. 企画展／特別展の内容はいかがでしたか

大変良かった
まずまず良かった
あまり良くなかった

悪かった
未回答

生活文化２
50(49%)
44(43%)
3(3%)
0(0%)
5(5%)

山田守
252(48%)
238(45%)
4(1%)
0(0%)
32(6%)

まちなみ
57(32%)
85(47%)
6(3%)
1(1%)
31(17%)

モノ語り
60(55%)
41(38%)
0(0%)
1(1%)
7(6%)
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○上記のように考える理由（回答の顕著な特徴）
【生活文化展２】
・静かで落ち着いて鑑賞できるといった意見があった。
【山田守展】
・静かで落ち着きがある、ゆっくり見られることを肯定的にとらえる意見が最も多い。
・建物を大切に使ってきたことが分かったという意見や、建物の個々の特徴に高評価を与える反面、耐用年数の限界を案ずる
声もある。いずれも今回の展示で建物そのものに着目させたためと思われる。
・博物館ボランティア、学芸員の対応が親切、解説を評価する意見が見られる。
・空調が設置されて初めての夏の展覧会であったため、エアコンがよかった、涼しくてよかったという意見が寄せられた。
【まちなみ展】
・他の展示同様に静かで落ち着いている、ゆっくりみられるといった環境に対する評価が多い。
・展示の案内役（まちなみ研究会メンバー、博物館ボランティア、職員）に対する評価が非常に多かった。　
・展示室中央に設置した休息用スペースが、ゆっくりできるなど好評であった。
【モノ語り展】
・他の展示同様に静かで落ち着いている、ゆっくりみられるといった評価が多い。
・案内役（ガイドの会、博物館ボランティア、職員）に対する好評価がある一方で、誰もいない無人の際に質問ができないとい
った意見もあった。　
・暗く、さびしいという意見も見られた。

12．郷土博物館に求める機能・役割（回答の顕著な特徴）
【生活文化展2】
・館内に博物館関係者が誰もいないことへの不安、職員常駐の希望に関する意見があった。
・市民が野田地域についてもっと知ることができるような啓蒙活動を期待する意見があった。
【山田守展】
・駅からの道案内改善の要望が最も多い。
・郷土の歴史や文化の展示の実施または継続の要望。特に醤油の展示に言及が多い。展示を通して地域の活性化に期待する意
見もある。
・建物に興味がある来館者が多かったためか、市内の建造物に関する展示の要望があった。
・古いものを残すだけでなく、現在のものを未来へ継承する役割を担ってほしいという意見が見られた。
・手すりやエレベーターの設置などバリアフリー化への要望が見られた。
【まちなみ展】
・野田の歴史や地域性がわかる展示、博物館への案内サインの改善、外国語の案内などは他の展示と同様に要望が多い。
・定期的な解説を行う、解説ツアーの要望があった。
・展示室内の植物設置、ＢＧＭ、常駐のスタッフへの要望があった。
【モノ語り展】
・駅からの博物館への案内の改善は他の展示と同様に要望が多い。

11．郷土博物館全般の雰囲気や居心地はいかがでしたか

大変良かった
まずまず良かった
あまり良くなかった

悪かった
未回答

生活文化２
50(49%)
38(37%)
3(3%)
1(1%)
10(10%)

山田守
233(43%)
239(44%)
7(1%)
2(1%)
60(11%)

まちなみ
66(36%)
81(45%)
3(2%)
0(0%)
30(17%)

モノ語り
52(48%)
45(41%)
2(2%)
0(0%)
10(9%)

45
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